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在宅勤務のフィールドガイド

生産的かつ健康的な労働力を実現するという
ことは、自宅、コワーキングスペース、喫茶店、
飛行機など、あらゆる場所での仕事をサポート
することを意味します。組織は、社員が様々な
場所から業務を行えるようにテクノロジーツー
ルを提供することは一般的ですが、持続可能
なリモートワークを効果的に強化するために
必要なサポート、ガイダンス、またはリソースを
常に提供するとは限りません。本フィールドガ
イドは、ビジネスリーダーが自宅勤務を管理す
る際の手引きとして役立ちます。

在宅勤務の
フィールドガイド
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COVID-19のパンデミックは、ワークプレイスの
トレンドを急激に変化させました。私たちが将
来に目を向けたときに最も重要なポイントは、
分散型ワークが定着しつつあるという現実で
す。柔軟性は、世界中の知識労働者や求職者
の前提条件になっています。 
個人がその選択ができるような体制を整える
こととは、すべてのワークスペース戦略を進め
る上で重要な要素であるべきです。組織文化
を強化する形でリモートおよび分散ワークを
採用する組織は、最終的にチームに前向きで
健全なワークエクスペリエンスをもたらします。
非常に多様な人材を繁栄させるためには、公
平で包摂的な職場環境が不可欠であるため、
企業は社員の自立性を育み、その利益を得る
ことができます。

出典: Future-Forum-Pulse-Report-October-2021.pdf

最近のFuture Forum Pulse調査によると、

76% 93%
の従業員が働く場所に柔軟性
を求めています

の従業員は仕事をする時間に
柔軟性を求めています。

ハーマンミラーについて

ハーマンミラーは、90年以上にわたって家とオフ
ィスに関する研究を行ってきました。1941年、同
社はギルバート・ロードによって設計されたエグ
ゼクティブオフィスグループの販売を開始しまし
た。そのデザインは「家庭でもオフィスでも使用で
きる」製品として売り出され、それ以来ハーマンミ
ラーはハイブリッドワークについての研究を重ね
ています。

GitLab は、世界最大の全業務リモート企業の1つ
であり、65か国以上に1,350人以上の社員が点
在しています。GitLab製品は、DevOpsプラットフォ
ームとして、チーム間のコラボレーションとコミュ
ニケーションを単一のプラットフォームに統合す
ることで、チームの業務過程を根本的に変えま
す。同社は、リモート業務を安定させ、その規模を
拡大する過程で学んだ教訓と実証済みの方法を
文書化し、共有しています。

私たちは、分散型ワークが個人、組織、および世
界に与える可能性のあるポジティブな影響を模
索し始めたばかりです。ハーマンミラーとGitLab
は、両社の洞察と専門知識を合わせることで、リ
ーダーがチームと事業の将来的な業務に関して
最善の決定を下すことができるようにアドバイス
を提供いたします。

https://futureforum.com/wp-content/uploads/2021/10/Future-Forum-Pulse-Report-October-2021.pdf
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/benefits/#benefits-for-all-remote-employees
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/benefits/#benefits-for-all-remote-organizations
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/benefits/#benefits-for-the-world
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/benefits/#benefits-for-the-world
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リーダーが健全なワークスペースで果
たす役割

組織がハイブリッド型を採用していようと、完
全なリモート業務を行っていようと、社員の

ワークエクスペリエンスのすべての側面をサポート
することは会社のリーダーの責任です。社内のオフ
ィスにあるチームのワークスペースに投資するのと
同じように、チームがオフィス外で健全かつ生産的
に業務を行える環境を作ることは、リモートワーク
インフラストラクチャーを構築する上で重要です。 

ハイブリッド型のワークスタイルを採用しており、社員が週に2日だけリ
モート勤務を行っている場合、彼らは週の40％の業務をオフィスの人
間工学に基づいた仕事環境外で行うことになります。チームが働く場
所にかかわらず、最適化されたワークスペースのために投資すること
は、社員のウェルビーイング、健康、およびモチベーションにつながりま
す。さらに、事業により良い結果をもたらします。

チームの各メンバーは異なるニーズ、仕事環境の選好、および家庭環
境を持っているため、自宅のワークスペースに「ワン・サイズ・フィッツ・
オール」（1つのサイズですべてに対応する）アプローチは適用できませ
ん。最高の包括性と公平性をもたらすために、ホームワークスペース、コ
ワーキングスペース、または外出先で生産性を高めるために必要な機
器など、チームが自分自身で費やすことができる予算を提供することを
検討しましょう。 

GitLabでは、チームメンバーに様々な種類の
機器に対するコストガイダンスを提供し、会
社のお金を自分のお金と同じように使えるよ
うにしています。チームメンバーが理想的な
仕事環境を試行錯誤するにつれて、チームメ
ンバーのニーズが変わる可能性があることを
理解しておいてください。

出典：remote-work-report-2021.pdf

最近のGitLabリモートワークレポートによると、

82%
の社員は、チームをリモートで管理する
方法を理解していることに対して会社の
リーダーシップを称賛しました。

https://about.gitlab.com/resources/downloads/remote-work-report-2021.pdf
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多様なワークスペース
仕事をする場所を限定することは、現代で
は古い考え方です。ホームオフィスやキッチ

ンカウンター、コーヒーショップ、コワーキングスペ
ース、さらには車や飛行機など、働く場所に関して
は様々な選択肢があります。どこで作業を行う場
合でも、これらのスペースをどのように使用するか
について意図的に考えることが大切です。
ハイブリッド型またはリモート環境を活用しつつ、成功を収めるため
に必要な重要なスキルの1つは、役職や職位に関係なく、「自分自身
のマネージャー」になることです。「自分自身のマネージャー」は、他
の人からの絶え間ない監視なくしても、自律的に目標に向かって取
り組み、物事を成し遂げることができます。この自己リーダーシップ
は、日々の優先順位を管理するだけではなく、自分にとってどのタイ
プの物理的環境が最も生産的であるかを再考する自立性も与えて
くれます。

ワークエクスペリエンスを計画する際は、プライマリー、セカンダリ
ー、および外出先といった様々なワークスペースを考慮しましょう。ど
こで業務を行うかに関係なく、以下の2つの質問は、様々なワークス
ペースが互いに補完し合うことを確認するために役立ちます。

1.そのワークスペースを選
ぶ理由は何か、そして何が
違うスペースに移動させる
要因となるか？
2.最高の仕事を行うために
必要なツールは何か？それ
らを別の場所に持っていくこ
とはできるか？仕事場に着
いたら、それらをセットアッ
プできる場所はあるか？

https://about.gitlab.com/handbook/leadership/#managers-of-one
https://about.gitlab.com/handbook/leadership/#managers-of-one
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プライマリー、セカンダリー、および外
出先スペースの詳細とそれぞれの利
点について見て行きましょう。

セカンダリースペース
（コワーキングスペース、カ
フェ、キッチンカウンター、ダ
イニングテーブル、ポーチ）
利点：コーヒーチャット、一対
一の会話、仮想学習と開発な
どでリフレッシュできる。 

外出先スペース
（ウォーキングミーティング、
ライドシェア、公共交通機関、
待機エリア）
利点：経験的知識に基づいた
軽い仕事、仕事の合間の生産
性を高める作業に向いている。

プライマリーワークスペース
（ホームオフィス、会社のオフ
ィス、専用デスク）
利点：二つのスクリーン、専用ツ
ール、または重要なビデオ通話
用の管理された環境などが必
要な、深い集中を要する作業に
適している。
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包括的なワークエクスペリエンスを育む
ワークエクスペリエンスを向上させることで
非常に多様な社員をサポートすることは、優
秀な人材を獲得し、維持することを試みるリ

ーダーにとって最優先事項です。在宅勤務とハイブ
リッド型を意図的に支援することは、このような取り
組みの差別化要因になる可能性があります。
チームがオフィス外で作業できるようにすることで、組織は、親、家族の
介護をする人々、発達障害を持つニューロダイバーシティな人々、身体
的に人と異なる人々などを採用することが可能となり、会社が より包括
的になります。チームメンバーは、特定のワークスペースの環境が必要
な場合や毎日オフィスに通勤できない場合でも不利に働くことはありま
せん。このすべては、GitLabがNon-Judgmental Culture（価値観を否定
しない文化）と呼ぶ環境を作り出す際に役立ちます。

組織は、社員が在宅勤務およびハイブリッド型業務によって提供される
柔軟性を最大限に活用できるように、各チームメンバーが、1週間を通じ
て業務をサポートするための適切な範囲のスペースを自分で設計して
いることを確認する必要があります。社員は、単純に家の既存の要素の
周りで作業を行うのではなく（台所のテーブルやソファで一日中過ごす）
、どうすれば家の内外の多様なスペースによって、業務プロセスがより適
切にサポートされるかを考えるように促されるべきです。「自分自身のマ
ネージャー」として、社員は独自のニーズとワークスタイルに完全に対応
するために積極的に取り組む必要があります。

出典：remote-work-report-2021.pdf

最近のGitLabリモートワークレポートによると、

61%
の在宅勤務者は、過去1年間にチ
ームの多様性、包含性、相互信頼
を高めるために会社が有意義な
行動をとったと感じています。

https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/values/#diversity-inclusion--belonging
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/values/#diversity-inclusion--belonging
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/mental-health/#create-a-non-judgemental-culture
https://about.gitlab.com/resources/downloads/remote-work-report-2021.pdf
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デスクを超えて：健康、ウェルネス、そ
してワークスペース

他のオフィスと同様に、在宅で仕事をする
ことにはメリットとデメリットがあります。在

宅勤務を成功させるための最大の障壁は、物理
的および精神的に自分自身と他の人の境界を確
立するスペースを確立することです。ワンルームア
パートメントのキッチンテーブルや専用の仕事部
屋のある家に関わらず、仕事への関与と生産性を
維持するのに役立つスペースを作り出すことが重
要です。 

右側に記載されている5つのヒントは、全体的な
ウェルビーイングと効率的な仕事の促進に有効
な在宅勤務の経験を確立するのに役立ちます。

出典：remote-work-report-2021.pdf

最近のGitLabリモートワークレポートによると、

42%
の回答者は、オフィスから離れて
仕事をしている際、仕事とプライ
ベートの境界を維持するのに苦
労していると答えています。

柔軟な仕事環境において完全な自律性を受け入れるということは、自身の
ルーティンを再考し、古い習慣を捨て、燃え尽き症候群を防止する自由を
意味します。例えば、GitLabが Non-Linear Workdayと呼んでいるものを
試してみてください。これにより、自身の人生の在り方について再考し、人
生における仕事の存在を形作ることができます。人生を第一に考えます。

01.ワークスペースを調整する
人間工学に基づいた仕事環境を設定します。こ
れは、長時間ラップトップで作業する際に起きる
可能性が高い筋骨格系障害を防止するのに役立
ち、認知的エ ンゲージメントを高めます。自然光
と景色、人間工学に基づいた椅子、目の高さにコ
ンピューター画面を配置すること、作業ツールと
リソースを手の届くところに置くことなどを考慮
すると良いでしょう。

04.結果にコミットする
業務の優先順位とタッチポイントを確立しましょ
う。早朝から仕事を始めたい人もいれば、遅くから
取り組みたい人もいます。在宅であれば、結果にコ
ミットする場合、自分の好みの時間でそれを行うこ
とができます。

02.テクノロジーを調整する 
デジタルツールを使用する際には、気を抜かないよ
うにします。チームとコミュニケーションを取るため
に現在使用しているアプリに精通し、ソフトウェア
を常に最新の状態にしておきましょう。カメラ、ライ
ト、背景を調節して最高の状態の画像を共有でき
るようにしましょう。ドアやリビングエリアが見えな
いようにして、画面上で目障りになるものを最小限
に抑えす。重要な会議の前に、オーディオとビデオ
システムのチェックを行うこともお勧めします。最後
に、座った状態で背中がしっかり支えられているこ
とを確認し、画面に向かって前傾にならないように
環境を設定します。

05.健康に目を向ける
心、体、そして精神をリチャージしましょう。運動
や外出、友達とのコミュニケーション、瞑想、空想
を行って休憩をとったり、デジタル機器を使用せ
ずに食事を楽しみましょう。

03.ニーズを伝える 
最善の仕事を行うためのニーズを考慮してくださ
い。同僚だけでなく、スペースを共有している家
族、友人、ハウスメイトにもそのニーズを伝えまし
ょう 。自 分 の ニ ーズ を 尊 重 す る ことを 
忘れてはいけません。

ハーマンミラー + GitLab
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https://about.gitlab.com/resources/downloads/remote-work-report-2021.pdf
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/mental-health/
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/non-linear-workday/
https://wfh.hermanmiller.com/
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在宅チームを構築するための詳細な洞
察とベストプラクティスについて
は、GitLabの完全なリモートワークガイ
ドをご覧ください。 
GitLabは、セキュリティとコンプライアンスを強化すると同時に、ソフ
トウェアをより速く、効率的に提供することで、組織がソフトウェア
開発における全体的な利益を最大化できるようにするDevOpsプラ
ットフォームです。 

Facebook   Instagram   LinkedIn   Twitter   

今日の仕事を再形成している動向に
関するハーマンミラーの最新の洞察に
ついては、未来の働き方ハブをご覧く
ださい。
ハーマンミラーは、1世紀の大部分にわたって人間中心のデザイン
という基本的な信念をもとに尽力してきました。同社の責務は、最
も単純で最も美しい解決策によって複雑な問題に対処することで
す。この時代において最も輝いている同じ志を持つ会社の数 と々協
力してこの任務を果たし、永続的な影響を与える独創的で時代を
超越したソリューションの構築においてこの分野を先導してきまし
た。ハーマンミラーは、MillerKnollコレクティブの一部です。

Facebook   Instagram   LinkedIn   Twitter   Pinterest   

もっとリモートワークに
ついて学びたいですか？

https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/
https://about.gitlab.com/company/culture/all-remote/
https://www.facebook.com/gitlab/
https://www.instagram.com/gitlab/
https://www.linkedin.com/company/gitlab-com/
https://twitter.com/gitlab
http://www.hermanmiller.com/futureofwork
https://www.facebook.com/HermanMiller
https://www.instagram.com/hermanmiller/
https://www.linkedin.com/company/herman-miller/
https://twitter.com/hermanmiller
https://www.pinterest.com/hermanmiller/_shop/
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